
令和５年度 

長野県木材青壮年団体連合会 

 

理事予定者会議 

 

 

 

 

 

令和５年４月８日（土） 

長野市 長野県林業センター 





令令和和５５年年度度  理理事事予予定定者者会会議議  次次第第 

 

日 時：令和５年４月８日（土） 13：30～15：30 

場 所：長野市 長野県林業センター5階503会議室 

 

１   開会の辞 

 

２   会歌斉唱並びに綱領唱和 

 

３   出席者確認 

 

４   会長予定者挨拶 

 

５   直前会長予定者挨拶 

 

６   資料確認及び字句訂正 

 

７   連絡報告事項 

     （１）会議事業経過報告 

     （２）日本木青連 連絡報告事項 

     （３）出向者活動報告 

     （４）正副会長・事務局連絡事項 

         ・理事会について 

         ・令和５年度 会員手帳記載事項等について 

         ・会員動向 

 

８   議長指名 

 

９   議事 

     （１）開会宣言 

     （２）議事録作成人指名 

     （３）定足数確認 

     （４）議案採択 

        第１号議案  令和５年度事業計画（案）承認の件 

        第２号議案  令和５年度事業予算（案）承認の件 

        第３号議案  木青連基金取崩しについて（案）承認の件 

        第４号議案  緑と花のフェスティバル（長野会場）木工教室（案）承認の件 

        第５号議案  第６４回県会員東信大会・令和５年度定時総会（案）承認の件 

        第６号議案  第１回理事会開催(案）承認の件 

 

１０  協議事項 

        北信越協議会 軽井沢大会について 

        一般社団法人化について 

 

１１  監事講評 

 

１２  閉会の辞 
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（１）会議・事業経過報告

（２）日本木青連　連絡報告事項

（３）出向者活動報告

（４）正副会長・事務局連絡事項

①理事会について

・服装についてはスーツ（ジャケット）、ネクタイ、バッジ着用

（ただし6～10月についてはクールビズを推奨）

・WEB会議の場合、服装は基本的には、ネクタイ・ジャケット・バッジの着用。

　仕事の関係でやむを得ない場合は、仕事着での参加でも構いません。

・会議中は携帯電話をマナーモードにするか電源をお切りください

・会長および直前会長の挨拶、監事講評、会歌斉唱、綱領唱和の際は

　ジャケットを着用しパソコンは閉じてください

②令和5年度　会員手帳記載事項等について

③会員動向

【連絡報告事項】
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【連絡報告事項】

3 月 3 日 日本木青連 理事予定者会議・委員会 宮崎県 ＷＥＢ会議

3 月 27 日 日本木青連 臨時理事予定者会議 ＷＥＢ会議

4 月 8 日 長野県木青連 理事予定者会議 長野市 林業センター

4 月 8 日 全国会員長野大会実行委員会⑤ 長野市 林業センター

会議・事業経過報告
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年 会議名称

令和4 11/5 土 第1回　執行部予定者会議 長野(WEB) 長野県林業センター

12/9 金 第1回　常任理事予定者会議 長野(WEB) 上田市勤労者福祉センター

12/26 月 第2回　執行部予定者会議 WEB

令和5 1/14 土 第2回　常任理事予定者会議 東京(WEB) 江東区産業会館

2/10 金 第3回　執行部予定者会議 WEB

2/24 金 第3回　常任理事予定者会議 WEB

3/3 金 第1回　理事予定者会議 宮崎(WEB) 宮崎市民プラザ

4/14 金 第1回　常任理事会　 WEB

4/21 金 新任挨拶回り 東京 議員会館他

4/22 土 第1回　理事会 東京(WEB) 江東区産業会館

5/26 金 第2回　常任理事会　 WEB

6/2 金 第2回　理事会　＆　第134回 通常総会 高知(WEB) ホテル日航旭ロイヤル

6/3 土 第68回　全国会員高知大会 高知 高知県立県民文化ホール

9/1 金 第3回　常任理事会　 WEB

9/8 金 第3回　理事会 東北(WEB) 岩手

11/2 木 第4回　常任理事会 WEB

11/11 土 第4回　理事会 東京(WEB) 江東区産業会館

令和6 1/12 金 新年挨拶回り　＆　第5回　常任理事会 東京(WEB)

1/13 土 第5回　理事会 東京(WEB) 江東区産業会館

3/8 金 第6回　常任理事会　＆　理事会　＆　第137回 臨時総会 長野(WEB)

6/7 金 第7回　常任理事会　＆　理事会　＆　第136回 通常総会　 長野(WEB)

6/8 土 第69回　全国会員長野大会 長野

開催予定日 開催予定地

9/9（土） 岩手

7/1（土） 長野県軽井沢

10/28（土） 川崎市

7/29（土） 名古屋市

2/17（土） 京都市

9/2（土） 津山市

11/25(土） 福岡市

日本木材青壮年団体連合会　令和5年度　会議等日程（案）
日程 場所

地区 主管団体

北海道 北海道木材青壮年団体連合会

東海

近畿

中四国

九州

京都木材青年経営者協議会

美作木材青壮年経営者協議会

福岡県木材青壮年連合会

東北 岩手県木材青壮年協議会

北信越 長野県木材青壮年団体連合会

関東 神奈川県木材青壮年団体連合会

愛知県木材青壮年団体連合会
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鈴木 謙司郎 (福島) 東北 川井 博貴 （高知） 中四国

松澤 匡 （佐賀） 九州 鈴木 興太郎 （愛知） 東海

落合 賢治 （三重） 東海

丹治 有貴 （北海道） 北海道

島田 直政 （長野） 北信越 川井 博貴 （高知） 中四国 長谷川 泰治 (東京) 関東

土倉 宜也 （長野） 北信越 多田 啓 (福岡) 九州

小林 稔政 （長野） 北信越

印出 晃 （長野） 北信越

角永 善隆 （石川） 北信越 亀山 武弘 (宮城) 東北

甲村 耕三 (奈良) 近畿 杉山 岳人 (静岡) 関東 折高 行弘 （石川) 北信越 峯岸 宏典 (宮城) 東北 三谷 州平 (宮崎) 九州 田中 一興 (長野) 北信越

甲村 耕三 (奈良) 近畿 高篠 孝介 (北海道) 北海道 小友 康広 (岩手) 東北 吉田 正木 （三重） 東海 由井 正宏 （長野） 北信越 西下 文平 （愛媛） 中四国 宮崎 淳貴 （長野） 北信越 村本 大 （石川） 北信越 瓦野 光貴 (兵庫) 近畿

辻井 大 （京都） 近畿 中島 寛也 (北海道) 北海道 高田 真太郎 (北海道) 北海道 眞貝 真 (北海道) 北海道 山本 純也 (北海道) 北海道 安藤 啓太 (北海道) 北海道 笹岡 輝久 （高知） 中四国 佐藤 航平 （広島） 中四国 有馬 輝行 (兵庫) 近畿

朝間 健至 （和歌山） 近畿 安孫子 健太郎 （山形） 東北 中川原 壮一 （岩手） 東北 野邑 真路 （岩手） 東北 寺島 信弘 （宮城） 東北 小笠原 大輔 （秋田） 東北 峯村 亮 （長野） 北信越 松波 元 （大阪） 近畿

大蔵 俊介 （長野） 北信越 髙橋 暢介 （宮城） 東北 福士 葵 （青森） 東北 山﨑 和昭 （福島） 東北 宮澤 遥 （長野） 北信越 宮澤 薫 （長野） 北信越 小林 寿徳 （長野） 北信越

佐藤 祐希 （静岡） 関東 古谷 隆明 （石川） 北信越 川越 敏嗣 （石川） 北信越 田村 紘一 （長野） 北信越 渡邊 健人 （東京） 関東 坂田 庄蔵 （長野） 北信越 田中 俊章 （長野） 北信越

伊藤 政人 （岐阜） 東海 加倉井 正和 （茨城） 関東 新谷 允 （神奈川） 関東 川﨑 穂積 （茨城） 関東 岩 慶介 （岐阜） 東海 中澤 勝成 （長野） 北信越 橘 哲平 （石川） 北信越

奥川 季花　 （和歌山） 近畿 野地 伸卓 （三重） 東海 山本 洋 （三重） 東海 寺田 和考 （愛知） 東海 都藤 元彦 （兵庫） 近畿 澁澤 一吉 （長野） 北信越 加藤 晃大 （石川） 北信越 安心院 啓 （大分） 九州

中塚 修平 （岡山） 中四国 吉原 弘二 （奈良） 近畿 森本 達郎 （奈良） 近畿 岡田 和也 （京都） 近畿 砂田 雄太郎 （愛媛） 中四国 濱田 亨 （石川） 北信越

諸富 充延 （福岡） 九州 牧野 泰斗 （美作） 中四国 田丸 昌平 （広島西部） 中四国 中岡 昌三 （高知） 中四国 藤井 貴規 （愛媛） 中四国 森 昌平 （石川） 北信越

矢野 広暁 （美作） 中四国 末金 洋行 （大分） 九州 久保 光一郎 （宮崎） 九州 浜田 茂 （広島） 中四国 桝本 清太郎 （石川） 北信越

佐藤 誠大 （熊本） 九州 持永 和宜 （宮崎） 九州 角永 克介 （石川） 北信越

吉田 敦彦 （奈良） 近畿 池田 剛 （長野） 北信越

保坂 将光 （愛知） 東海

田家 岳 (北海道) 北海道 堀 正臣 (北海道) 北海道 佐藤 健央 (北海道) 北海道 大澤 哲也 (北海道) 北海道 守屋 穣 (北海道) 北海道 吉本 拓生 （大阪） 近畿

南 博支 (北海道) 北海道 端場 進一 (北海道) 北海道 西村 貴寿 (北海道) 北海道 守屋 光泰 (宮城) 東北 高橋 謙太郎 (北海道) 北海道 森本 峻 （福山） 中四国

菅井 正貴 （山形） 東北 鈴木 伸光 (北海道) 北海道 伊藤 太地 （青森） 東北 中野 光貴 （福島） 東北 大坂 元 （秋田） 東北 岸本 直樹 （広島） 中四国

米澤 秀明 （宮城） 東北 岩崎 達也 （岩手） 東北 駒井 範史 （青森） 東北 中嶋 章 （長野） 北信越 岸田 真志 （石川） 北信越 岡本 悠輝 （奈良） 近畿 岩井 祐介 （広島西部） 中四国

高橋 弘基 （宮城） 東北 石垣 光一朗 （宮城） 東北 廣瀬 誠 （岩手） 東北 伊藤 仁司 （茨城） 関東 武田 侑樹 （東京） 関東 長田 一平 （山梨） 関東 宮地 盛俊 （鹿児島） 九州

小笠原 稔起 （長野） 北信越 金井 桂 （石川） 北信越 杉山 存志 （石川） 北信越 市川 光 （愛知） 東海 東海 山崎 泰雄 （長野） 北信越

齋藤 肇 （静岡） 関東 鉾田 宏樹 （茨城） 関東 五十嵐 玲 （神奈川） 関東 藤田 真基 （京都） 近畿 浮村 晋也 （兵庫） 近畿 齋藤 篤 （長野） 北信越

堀田 秋 （岐阜） 東海 東海 高見 元也 （三重） 東海 徳毛 洋二 （福山） 中四国 小田 丈仁 （広島） 中四国 大和 俊英 （長野） 北信越

倉谷 良太 （紀南） 近畿 山口 知宏 （大阪） 近畿 谷奥 康太 （奈良） 近畿 近藤 福太郎 （福山） 中四国 小林 秀亮 （広島） 中四国 石亀 道一 （長野） 北信越

寺見 良太 （岡山） 中四国 田中 陽裕 （岡山） 中四国 岩本 利宣 （広島） 中四国 檜山 健人 （福山） 中四国 今井 良寛 （広島） 中四国 佐原 輝彦 （長野） 北信越

高橋 拓己 （美作） 中四国 氏平 雄人 （美作） 中四国 古賀 隆司 （佐賀） 九州 森田 基博 （広島） 中四国 大森 雄 （愛媛） 中四国 水越 栄一郎 （石川） 北信越

廣瀬 亮司 （美作） 中四国 堀田 大樹 （熊本） 九州 朝信 武士 （広島） 中四国 河窪 茂樹 （愛媛） 中四国 新森 一成 （石川） 北信越

佐藤 圭介 （福岡） 九州 住田 英之 （広島） 中四国 堀本 周平 （愛媛） 中四国

徳永 洋文 （長崎） 九州 江藤 竹虎 （宮崎） 九州

２．地域交流、会員交流の推進

江崎 亮 (北海道) 北海道 阿部 高志 （岩手） 東北 田中 博文 （長野） 北信越 宮田 昌幸 （神奈川） 関東 鈴木 謙作 （愛知） 東海 辻井 大 （京都） 近畿 須江 健治 （岡山） 中四国 圓佛 英之 （福岡） 九州

伊藤 伸太郎 (北海道) 北海道 波紫 慎太郎 (青森) 青森 富山 野上 通宏 (茨城) 茨城 菅沼 克浩 （愛知） 愛知 正司 啓 (奈良) 奈良 鳥取 植木 啓能 （福岡） 福岡

木村 大騎 (秋田) 秋田 宮崎 淳貴 （長野） 長野 市川 大介 (東京) 東京 松村 剛太 （岐阜） 岐阜 休会 滋賀 出雲 黒岩 直 （佐賀） 佐賀

小友 康広 (岩手) 岩手 梶谷 祥寛 （石川） 石川 横山 孝行 (神奈川) 神奈川 宮﨑 圭佑 （三重） 三重 伊勢戸 信司 (京都) 京都 土居 大介 （美作） 美作 吉村 博史 （長崎） 長崎

笹原 充博 (山形) 山形 水口 豪士 （福井） 福井 鈴木 諭 (静岡) 静岡 中畑 大輔 (大阪) 大阪 田中 博 （岡山） 岡山 小田 裕一郎 （大分） 大分

守屋 光泰 (宮城) 宮城 新潟 長田 一平 (山梨) 山梨 日裏 敬 (和歌山) 和歌山 佐々木 貴規 (福山) 福山 佐藤 圭一郎 （熊本） 熊本

荒川 敦郎 (福島) 福島 中谷 友哉 (和歌山) 紀南 山本 浩生 （呉） 呉 河野 宗九郎 （宮崎） 宮崎

和田 保 （埼玉） 埼玉 児玉 寛大 (兵庫) 兵庫 田丸 大資 (広島) 広島 宮崎 俊輔 （鹿児島） 鹿児島

平田 公平 （群馬） 群馬 児玉 泰斗 (県西) 広島西部 小渡 祐史 （沖縄） 沖縄

浅沼 直人 （千葉） 千葉 山口

香川

伊藤 大樹 (愛媛) 愛媛

中平 徹 （高知） 高知

政策提言部会

ウッドトランスフォームシステム商品化部会

部会長

会団長理事 会団長理事 会団長理事 会団長理事 会団長理事

委員

２． 日本木青連会員の活動情報

収集および発信
３．電子媒体を利用したウッディレ

ターの編集および配信

４．ホームページ「木青ＮＥＴ」の

管理・運営

財務委員会

副委員長 副委員長

JC出向常任理事

事務局委員

三國 咲子

総務委員会

会長補佐

地区担当常任理事 地区担当常任理事 地区担当常任理事 地区担当常任理事

１．第６９回全国会員北信越長野

大会の企画と実施

１．会議の準備、運営庶務全般、

会員情報の管理（会員名簿の作

成）

１．財務関係全般 

２．事業収支に関する事項
２．各会団活動における課題解決の

支援、情報提供等

２．SNSを活用した各地木育活動

の情報集約と発信

２．受賞作品説明会の実施 ２．情報伝達の改善(理事会参加

率向上)２．木材協同組合との連携を図る

１．令和６年度の活動を見据えた企

画の検討

１．継続中のコラボ先企業候補との

連携を模索

１．全国児童・生徒木工工作コン

クールの実施

１．木材活用コンクールの企画、運営

３．収支予算決算の管理
３．文章、帳簿類の管理

３．JBNとの連携を図る ３．「木育」の普及、啓発活動の推

進

４．予算執行状況の管理
４．日本木青連資産の管理

１． 会員向けおよび対外的な広報

活動全般

事務連絡

北海道地区 東北地区 北信越地区 関東地区 東海地区

５．日本木青連個人情報取扱規

定の運用、改善

６．「環境憲章」および「環境行動

計画」の周知・普及の徹底

近畿地区 中四国地区 九州地区

６．景況調査に関する事項

７．　素材、製材事業者向け

アンケートの実施

８．SNSのアカウント整理と統合に

向けた準備

地区担当常任理事 地区担当常任理事 地区担当常任理事 地区担当常任理事

会団長理事 会団長理事 会団長理事

委　員　長 委　員　長

１．DXを活用し、業界団体として

政府等への発言力を増していく

２．DXを活用し、会員の経営の学

びになる機会を増やす
３．DXを活用し、もっとライトに日本

木青連に参加できる環境を整える

４．上記1～3の実現手段として会

員が誰でもオンラインサロンの参加、

活用、構築、運営可能な環境を整

える

４．素材生産業協同組合、林業経営者協会との連携を図る

委員 委員

委員

委員

３ ．コンクールコラボ先の選定・連携

５．適切な現預金の管理

６．賛助会員・協力企業団体との

連携を担当する

木青連活性化委員会

専務理事

副委員長 副委員長 副委員長 副委員長 副委員長 副委員長

代　行　副　会　長 副　会　長 副　会　長 副　会　長 副　会　長

副委員長

木材活用委員会 全国大会実行委員会

委  員  長 委　員　長 委  員  長 委  員  長 委員長 委　員　長 委　員　長

更新日 2023/2/28

顧　　　　　　問 監　　　　　　　事 直　前　会　長
総　　　　会

日本木青連木づかいCO２固定量勝手に認証部会

大島 理森 部会長

日本木材青壮年団体連合会　　令和５年度組織図（案）

古久保 英嗣

有馬 孝禮
理　事　会

３．会員拡大活動支援

委員

５．各委員会の企画支援

部会長

社団法人化協議特別部会

部会長

木青連の山管理運営委員会 木材産業振興基金特別委員会

会長 委員長（会長兼務） 委員長（直前会長兼務）

島田 直政 （長野） 北信越

コラボレーション推進委員会 DX Driven委員会 広報戦略委員会 木育創造委員会
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令和 5 年 3 月吉日 

日本木材青壮年団体連合会  

令和４年度 会員 各位 

日本木材青壮年団体連合会 

令和 4 年度会長 川井 博貴 

令和 4 年度中四国地区協議会会長 田丸 昌平 

令和 4 年度高知県青年林材協会会長 大原 悠延 

令和 4 年度全国大会実行委員長 笹岡 輝久 

 

「日本木材青壮年団体連合会 第 68 回全国会員高知大会」のご案内 

 

謹啓 時下ますます御健勝のこととお慶び申し上げます。 

平素は、日本木材青壮年団体連合会（以下略称、日本木青連）の活動に多大なるご理解、ご尽力を賜りまして厚く御

礼申し上げます。 

令和 4 年度日本木青連は【『ともに』～同志と共に築く未来へ繋ぐ木青連の輪～】をスローガンに活動して参りまし

た。その集大成の場として、第 68 回全国会員高知大会を下記の通り開催する運びとなりました。 

令和 4 年度日本木青連としまして、伝統ある木工工作コンクール、木材活用コンクール等の委員会事業に加え、

サプライチェーンマネジメント推進、コラボレーション推進委員会を新たに立ち上げて活動を進めました。また、

各地区との繋がりや活性化をはかるべく新規頒布、木青連意見集約事業も合わせて行って参りました。  

これらの令和 4 年度日本木青連活動を大会を通じて会員の皆様方にお伝えしたいと考えています。それに加え地

区協議会や会団の枠を越え、新たな交流の築きとなるような大会を目指します。 

つきましては、会団ごとに代表者が OB の方々を含めて取りまとめいただきまして、令和 5 年 4 月 28 日(金)の登録期

限までに専用ウェブサイトにて大会参加情報をご登録いただきますようお願いします。 

高知での大会は初開催となります。【～時は今こそ木材新時代『ともに』みんなで木材界の明日を拓こうぜよ！

～】の大会スローガンを掲げ、令和 4 年度川井体制の集大成とするべく、大会運営を行う所存です。是非とも多く

の方々に、高知の地にお越しいただけますよう、心よりお願い申し上げます。 

謹白                                   

記 

令和 5 年 6 月 2 日（金） 時間 会場 

前夜祭受付 18:30 ～ 19:00 三翠園 

前夜祭 19:00 ～ 21:00 三翠園 桜の間 

令和 5 年 6 月 3 日（土） 時間 会場 

大会受付 11:00 ～ 12:30 高知県立県民文化ホール 

大会式典 

記念講演 

12:30 ～ 15:30 

16:00 ～ 17:30 
高知県立県民文化ホール オレンジホール 

大懇親会 18:30 ～ 20:30 ザ クラウンパレス新阪急高知 花の間 

登録料：前夜祭 12，000 円 大会登録料 15，000 円 

大会登録：大会登録は専用ウェブサイトよりお願い致します。      

登録用 URL:https://va.apollon.nta.co.jp/mokuseiren2023/ 

登録期間：令和 5 年 3 月 1 日（水）～4 月 28 日（金） 

（登録料振込期限：令和 5 年 5 月 12 日（金）まで） 

問合せ先①：株式会社日本旅行 高知支店 担当: 課長 小上 茂樹 

 E-mail： shigeki_ogami@nta.co.jp 

問合せ先②：事務局：岸本 直樹 

      携帯：080-2931-4751、E-mail： n.kishimoto@gmail.com 

登録用QRコード 
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会員動向 

 

（１）退会・新入会員について 

  ・令和 4年度 退会会員 

 

    [松本材青会] 

      石亀 道一（いしがめ みちかず）君 

      (株)林友 

 

  ・令和 5年度 新入会員 

 

    [松本材青会] 

      村山 弘樹（むらやま ひろき）君 

      (株)林友 

 

 

（２）物故者の確認について 

  ・対  象 ： 会員及び歴代会長 

  ・期  間 ： 令和 4年 4月 1日から令和 5年 3月 31日まで 

  ・報告期限 ： 令和 5年 4月 21日（金）まで 

  ・報告内容 ： 亡くなられた方のお名前、年齢、会社名、役職、日時等 

   【連 絡 先】 令和 5年度事務局長予定者 宮澤 薫 

          TEL：026-239-0577 

          FAX：026-217-5288 

          メール：k.miyazawa@mwwi.co.jp 
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令和５年度 長野県木青連事業計画（案） 
 

会長指針 
 

長野県木材青壮年団体連合会    

令和 5年度会長予定者 宮崎 淳貴 

【スローガン】 

 

「新時代～今の行動が未来を創る～」 
 

 

 「自然界の保全について、我々が慎重を欠いていたことを 

  未来の世代は決して許さぬだろう  ーレイチェル・カーソン」 

 

 1962 年に出版された環境問題の古典「沈黙の春」の著者として知られるレイチェル・カーソンの言葉

です。60 年以上も前から警笛を鳴らし続けた環境問題が今、私たちの目の前で「山積みの課題」として

現れています。 

 

今こそ、挑戦のときです。 

 

 2020 年から感染拡大をし続けた新型コロナウイルス感染症（COVID-19）によって、大きく価値観や時

代が変化していると体感した 3 年間。with コロナで過ごした 4 年目の今、ようやく収束の兆しが見られ

ています。コロナの収束を受けて、ますます時代は大きく動き出し、そしてスピード感を持って、変化し

ていくのではないでしょうか。 

 

 新しい時代を「木材人」として生き抜くために強化したい３つの点をお伝えします。 

 

①まず大人が木材業界の明るい未来を描くこと 

②情熱を持って、子どもたちに木の大切さを伝えること 

③失敗を恐れず挑戦し続けること 

 

①まず大人が木材業界の明るい未来を描くこと 

 私自身、木材屋で生まれ育ち、幼少期は「木材屋なんてダサい」と思っていました。 

しかし、親となり子どもたちへ残したい環境を意識したり、SDGs の知識を得た時に、林業従事者や木材

屋が「今、やらなければ未来の世代に負債を残す」ということに気づきました。 

ダサい、古いと感じていた木材屋が、最先端の環境問題を解決する糸口になるかもしれない。 

まず私たち大人が、木材人として、木材業界の明るい未来を描くことを強化していきます。 
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②情熱を持って、子どもたちに木の大切さを伝えること 

 子育てをする中で、子どもたちは常に親や大人の様子をよく見ていると感じます。 

つまり大人の「本気」は子どもたちに常に試されています。SDGs を「やらされている」こととして捉え

るのではなく、また一過性の流行で終わらせるのではなく、当然の事業として情熱を持って取り組むこ

と。その本気の姿で、子どもたちに木の大切さを伝えていくことが必要です。 

 そのためにも、林業・製材業・工務店の中だけではなく、また「長野県」だけではない、広い視野が必

要だと考えています。異業種との連携や他地域、他国の好事例を常に収集しながら、ただの「取引」では

なく、目指す未来に向けた「取り組み」に発展させていきます。 

 

③失敗を恐れず挑戦し続けること 

 林業の課題は、すでに見えていることが多くあります。その一つが、不採算森林の存在。「切る」から

始まる循環の仕組みを創ることで、県内の不採算森林ゼロに向けた取り組みができたらと考えています。

この「切る」から始まる循環の仕組みは、地球温暖化を止める手段になります。また、木材人として県産

木材の普及のため、一般住宅材、公共施設、集合住宅の木材利用の促進はもちろんのこと、木材の新たな

価値を創造することで、2050年カーボンニュートラル実現に貢献できると考えています。 

 

林業は、30年先、50年先、100年先を描きながら行う事業です。 

変化の時、今は挑戦あるのみです。これまで「当たり前」だった常識を疑い、失敗を恐れず「若き叡智と

情熱で」挑戦し続けることが、明日の社会を築くと信じています。 

成功の反対は「何もしないこと」です。何度失敗をしても、挑戦をやめないこと。私たち木材人に課され

た問題は山積みです。たくさんの失敗も、成功の途中段階なんだと受け止めて、「単年」で答えを出さず、

「変化」のバトンを繋いでいくこと。30 年先、50 年先、100 年先の次世代に、豊かな森林を活用し、育

て、残していきましょう。 

 

 世界が、時代が、大きく変わる時。大きく変わる時は、「大変」なことが多いはずです。だからこそ、

いつまでも他人任せ、国任せ、未来の子どもたち任せで過ごすのは終わりにしましょう。この未来ある業

界を変えることができるのは誰ですか？そう、今「木青連」に集う私たち自身です。ともに、未来へと歩

き出しましょう。 

 

【基本方針】 

  1 情熱を止めず、新しい道を進み続けよう 

 2 木材の新しい価値の発見・創造をし、あらゆる人々に周知・巻き込もう 
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令和５年度 事業計画（案） 

 

【１】 長野県木青連が基本方針に基づき、会員、単位会団、ブロック並びに関係諸団体と連携して行う会議 

(1) 定時総会 

(2) 理事会 

(3) 県、中部森林管理局、関係団体との懇談会 

 

【２】 長野県木青連が主催し、各単位会団、個人会員に協力を依頼して行う事業 

(1) 第64回県会員東信大会 

(2) 第46回長野県児童・生徒木工工作コンクール 

(3) PRカレンダーの斡旋 

(4) 木工教室 

(5) 会員拡大 

(6) 木青連だよりの発行 

 

【３】 各単位会団、ブロックが主催し長野県木青連が協力して行う事業 

(1) 木材PR事業 

 

【４】 日本木青連が主催し、各単位会団、各県木青連に協力を依頼して行う事業 

(1) 第68回全国会員高知大会 

(2) 第48回全国児童・生徒木工工作コンクール 

(3) 第27回日本木青連木材活用コンクール 

(4) ウッディレターの配信 

(5) 総会、理事会、委員会 

 

【５】 地区協議会が主催し、各単位会団、各県木青連に協力を依頼して行う事業 

(1) 北信越地区会員大会 

(2) 北信越地区協議会 

 

【６】 関係諸団体等が主催し、長野県木青連、ブロック、単位会団が協力して行う事業 

(1) 長野県県産材振興対策協議会が主催する事業 

(2) 長野県木材協同組合連合会が主催する事業 

(3) 長野県木材産業振興基金が主催する事業 

(4) 県、中部森林管理局等が主催する事業 
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オブザーバー 【26名】

　直前会長 田村　紘一

会　　長 宮崎　淳貴

事 務 局 長 宮澤　薫

事務局次長 坂田　庄蔵 会長代行副会長 大藏　俊介

事務局次長 佐原　輝彦

事務局主事 松本　寿弘

ブロック

副会長

会団名

会団長

副会団長

澁澤　一吉 小林　寿徳 小林　稔政 新井　藤弘

宮澤　遥 由井　正宏 大和　俊英

峯村　亮 中嶋　章 大藏　俊介 中村　孝

北信木青連 東信木青連 松本材青会 特別会員

事 務 局

北信ブロック 東信ブロック 中信ブロック 個人会員

【第１号議案】

総会

総会構成／全正会員：個人会員

印出　晃

理 事 田中　博文

　日本木青連出向者

理事会

理事会構成／理事・監事・事務局 オブザーバー

監　事

令和５年度　長野県木材青壮年団体連合会　組織図（案）

正副会長・事務局長     【5名】

正副会団長             【6名】
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(１号議案）

担当職務内容

副会長

（２）監事

１）事務局統括担当

監　　事

（３）事務局

事務局長

１）事業・財務監査担当

大藏　俊介会長代行副会長

３）ホームページ担当

氏　　名

役職名

役職名

監　　事

２）木青連だより編集担当

１）事務局長補佐担当

２）木青連だより編集担当

３）次年度関係事務担当

１）事業・財務監査担当

事務局次長

１）関係団体渉外担当

２）文章・資料保管事務担当

３）ホームページ補佐担当

佐原　輝彦

坂田　庄蔵

宮澤　薫

１）事務局長補佐担当

２）次年度関係事務担当

事務局主事

担当職務内容

松本　寿弘

田中　博文

４）ＰＲ活動（カレンダー斡旋）担当

直前会長

事務局次長

１）総務・財務担当

２）理事会・諸会議企画運営進行

１）児童生徒木工工作コンクール担当

氏　　名

印出　晃

【第１号議案】

１）全体包括会　　長

運営・活動・職務分担(案）

役職名

１）包括意見

(１)正副会長

氏　　名 担当職務内容

宮崎　淳貴

田村　紘一

中嶋　章

副会長 峯村　亮

１）会長職務補佐・代行

２）理事会議長

３）次年度関係包括
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月 日 内容 日 内容 日 内容
4（土） 第6回理事会・第136回臨時総会

　　　　　　　　　（宮崎WEB会議）

8（土） 令和4年度 理事予定者会議 21（金） 新任挨拶廻り(常任理事以上）　
22（土） 第1回理事会 (東京ＷＥＢ会議）

13（土） 第63回県会員東信大会
28（土） 緑と花のフェスティバル（長野会場）木工教室

2(金） 第2回理事会・第134回通常総会
　　　　　　　　　（高知WEB会議）

３(土） 第68回 全国会員高知大会（高知）
1（土） 第1回正副会長・事務局会議　 1（土） 北信越地区協議会・長野大会

第1回理事会

19（土） 第2回正副会長・事務局会議
第2回理事会

8（金） 第3回理事会（岩手WEB会議）

12（木） 木工工作コンクール審査会

18(土) 第3回正副会長・事務局会議 11（土） 第4回理事会（東京WEB会議）
第3回理事会
木工工作コンクール表彰式

令和5年 12（金） 新年挨拶廻り（常任理事以上）
１月 13（土） 第5回理事会（東京WEB会議）

未定 第4回正副会長・事務局会議 未定 北信越地区協議会（石川）
第4回理事会

未定 正副事務局引き継ぎ会議 8（土） 第6回理事会・第137回臨時総会
　　　　　　　　　（長野WEB会議）３月

２月

３月

８月

９月

１２月

４月

６月

７月

5月

１１月

１０月

【第１号議案】

長野県木材青壮年団体連合会 北信越地区協議会 日本木材青壮年団体連合会

令和5年度　事業日程（案）
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【第１号議案】

区　分 役　職 氏　名 所　属 ﾌﾞﾛｯｸ 備　考

理事 会長 宮崎
ﾐﾔｻﾞｷ

 淳貴
ｼﾞｭﾝｷ 北信木青連 北信

直前会長 田村
タムラ

 紘一
ヒロカズ

東信木青連 東信

監事 印
イン

出
デ

 晃
アキラ

松本材青会 中信

監事 田中
タナカ

 博文
ヒロフミ

東信木青連 東信

理事 代行副会長 大藏
オオクラ

 俊介
シュンスケ

松本材青会 中信

理事 副会長 峯村
ミネムラ

 亮
リョウ

北信木青連 北信

理事 副会長 中嶋
ナカジマ

 章
アキラ

東信木青連 東信

理事 北信木青連　会団長 澁澤
シブサワ

 一
イチ

吉
ヨシ

北信木青連 北信

理事 北信木青連　副会団長 宮澤
ﾐﾔｻﾞﾜ

　遥
ﾖｳ 北信木青連 北信

理事 東信木青連　会団長 小林
コバヤシ

 寿徳
トシノリ

東信木青連 東信

理事 東信木青連　副会団長 由井
ユイ

 正
マサ

宏
ヒロ

東信木青連 東信

理事 松本材青会　会団長 小林
コバヤシ

 稔政
トシマサ

松本材青会 中信

理事 松本材青会　副会団長 大和
オオワ

 俊英
トシヒデ

松本材青会 中信

理事 事務局長 宮澤
ミヤザワ

 薫
カオル

北信木青連 北信

事務局次長 坂田
サカタ

 庄蔵
ショウゾウ

北信木青連 北信

事務局次長 佐原
サハラ

 輝彦
テルヒコ

松本材青会 中信

事務局主事 松本
マツモト

 寿弘
トシヒロ

県木連

日本木青連 出向 常任理事　会長 島田
シマダ

 直政
ナオマサ

東信木青連 東信

常任理事　専務理事 田中
タナカ

 一興
イッコウ

松本材青会 中信

常任理事　会長補佐 小林
コバヤシ

 稔政
トシマサ

松本材青会 中信

常任理事　会長補佐 印
イン

出
デ

 晃
アキラ

松本材青会 中信

常任理事　会長補佐 土倉
ツチクラ

 宜也
ヨシナリ

北信木青連 北信

常任理事　北信越地区長 田中
タナカ

 博文
ヒロフミ

東信木青連 東信

常任理事　木育創造委員会　委員長 由井
ユイ

 正
マサ

宏
ヒロ

東信木青連 東信

常任理事　全国大会実行委員会　委員長 宮崎
ミヤザキ

 淳貴
ジュンキ

北信木青連 北信

理事　会団長 宮崎
ミヤザキ

 淳貴
ジュンキ

北信木青連 北信

理事　コラボレーション推進委員会 副委員長 大藏
オオクラ

 俊介
シュンスケ

松本材青会 中信

理事　木育創造委員会 副委員長 田村
タムラ

 紘一
ヒロカズ

東信木青連 東信

理事　木材活用委員会　副委員長 宮澤
ミヤザワ

 遥
ヨウ

北信木青連 北信

理事   全国大会実行委員会　副委員長 峯村
ミネムラ

 亮
リョウ

北信木青連 北信

理事   全国大会実行委員会　副委員長 澁澤
シブサワ

 一
イチ

吉
ヨシ

北信木青連 北信

理事   全国大会実行委員会　副委員長 中澤
ナカザワ

 勝
カツ

成
ナリ

北信木青連 北信

理事   全国大会実行委員会　副委員長 坂田
サカタ

 庄蔵
ショウゾウ

北信木青連 北信

理事   全国大会実行委員会　副委員長 宮澤
ミヤザワ

 薫
カオル

北信木青連 北信

理事　総務委員会 副委員長 田中
タナカ

 俊章
トシアキ

東信木青連 東信

理事　総務委員会 副委員長 小林
コバヤシ

 寿徳
トシノリ

東信木青連 東信

委員　コラボレーション推進委員会 委員 小笠原
オガサワラ

 稔起
トシキ

松本材青会 中信

委員　木育創造委員会 委員 中嶋
ナカジマ

 章
アキラ

東信木青連 東信

委員  全国大会実行委員会 委員 山崎
ヤマザキ

 泰
ヤス

雄
オ

北信木青連 北信

委員  全国大会実行委員会 委員 齋藤
サイトウ

 篤
アツシ

東信木青連 東信

委員  全国大会実行委員会 委員 大和
オオワ

 俊英
トシヒデ

松本材青会 中信

委員  全国大会実行委員会 委員 村山
ムラヤマ

 弘樹
ヒロキ

松本材青会 中信

委員  全国大会実行委員会 委員 佐原
サハラ

 輝
テル

彦
ヒコ

松本材青会 中信

委員　総務委員会 委員 池田
イケダ

 剛
ツヨシ

松本材青会 中信

北信越地区　出向 北信越地区協議会　県会団代表 宮崎
ミヤザキ

 淳貴
ジュンキ

北信木青連 北信 （県会長）

北信越地区協議会　県会団代表 大藏
オオクラ

 俊介
シュンスケ

松本材青会 中信 （県代行副会長）

北信越地区協議会　県会団代表 宮澤
ミヤザワ

 薫
カオル

北信木青連 北信 （事務局長）

北信越地区協議会　県会団代表 佐原
サハラ

 輝彦
テルヒコ

松本材青会 中信 （事務局次長）

協力企業 オブザーバー 日野原
ヒノハラ

 和仁
カズヒト

共立ﾌﾟﾗﾆﾝｸﾞ

令和５年度　長野県木青連役員・出向者（案）
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令和５年度 出向者（案） 

 

【１】 日本木材青壮年団体連合会 

常任理事  会長兼木青連の山管理運営委員会 委員長   島田 直政   【東信木青連】 

常任理事  専務理事                  田中 一興   【松本材青会】 

常任理事  会長補佐                  小林 稔政   【松本材青会】 

常任理事  会長補佐                  印出  晃   【松本材青会】 

常任理事  会長補佐                  土倉 宜也   【北信木青連】 

常任理事  北信越地区協議会 会長           田中 博文   【東信木青連】 

常任理事  木育創造委員会 委員長           由井 正宏   【東信木青連】 

常任理事  全国大会実行委員会 委員長         宮崎 淳貴   【北信木青連】 

理事    会団長理事                 宮崎 淳貴   【北信木青連】 

理事    コラボレーション推進委員会 副委員長    大藏 俊介   【松本材青会】 

      コラボレーション推進委員会 委員      小笠原 稔起  【松本材青会】 

理事    木育創造委員会 副委員長          田村 紘一   【東信木青連】 

      木育創造委員会 委員            中嶋  章   【東信木青連】 

理事    木材活用委員会 副委員長          宮澤  遥   【北信木青連】 

理事    全国大会実行委員会 副委員長        峯村  亮   【北信木青連】 

理事    全国大会実行委員会 副委員長        澁澤 一吉   【北信木青連】 

理事    全国大会実行委員会 副委員長        中澤 勝成   【北信木青連】 

理事    全国大会実行委員会 副委員長        坂田 庄蔵   【北信木青連】 

理事    全国大会実行委員会 副委員長        宮澤  薫   【北信木青連】 

      全国大会実行委員会 委員          山崎 泰雄   【北信木青連】 

      全国大会実行委員会 委員          齋藤  篤   【東信木青連】 

      全国大会実行委員会 委員          大和 俊英   【松本材青会】 

      全国大会実行委員会 委員          村山 弘樹   【松本材青会】 

      全国大会実行委員会 委員          佐原 輝彦   【松本材青会】 

理事    総務委員会 副委員長            田中 俊章   【東信木青連】 

理事    総務委員会 副委員長            小林 寿徳   【東信木青連】 

      総務委員会 委員              池田  剛   【松本材青会】 

 

【２】 日本木材青壮年団体連合会 北信越地区協議会 

会長                          田中 博文   【東信木青連】 

県会団代表                       宮崎 淳貴   【北信木青連】 

県会団代表                       大藏 俊介   【松本材青会】 

県会団代表                       宮澤  薫   【北信木青連】 

県会団代表                       佐原 輝彦   【松本材青会】 

 

【３】 長野県木材産業振興基金 

理事                          宮崎 淳貴   【北信木青連】 

理事                          大藏 俊介   【松本材青会】 

評議員                         峯村  亮   【北信木青連】 

評議員                         宮澤  薫   【北信木青連】 
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【４】 長野県県産材振興対策協議会 

理事                          宮崎 淳貴   【北信木青連】 

幹事                          宮澤  薫   【北信木青連】 

監事                          大藏 俊介   【松本材青会】 

 

【５】 長野県木材産業政治連盟 

副会長                         宮崎 淳貴   【北信木青連】 

委員                          大藏 俊介   【松本材青会】 

 

【６】 (公財)長野県緑の基金 

評議員                         澁澤 一吉   【北信木青連】 
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［第２号議案］

【収入の部】
大項目 中項目 前年度予算 令和５年度予算 摘要

会費収入 会員割会費 291,200 291,200 @10,400×28名

ＰＲ会費 840,000 840,000 @30,000×28名

小計 1,131,200 1,131,200

事業収入 補助事業 1,050,000 1,050,000 県補助事業

ＰＲカレンダー 1,450,000 1,450,000 ＰＲカレンダー斡旋事業

日本木青連カレンダー 0 0
小計 2,500,000 2,500,000

その他収入 木材産業振興基金 200,000 200,000 人材育成事業費

ｳｯﾃﾞｨﾚﾀｰ購読料 67,600 67,600 @2,600×26名

雑収入 100,843 100,973 イスキット等販売事業等

小計 368,443 368,573
収入小計 3,999,643 3,999,773

前期繰越金 1,754,357 1,798,227 R5.4.7暫定金額

収入合計 5,754,000 5,798,000

【支出の部】
大項目 中項目 前年度予算 令和５年度予算 摘要

負担金 県産材振興対策協議会 30,000 30,000
日本木青連 119,600 119,600 会費@4,600×26名

その他 150,000 150,000 関係外部団体等会費ほか

小計 299,600 299,600

ＰＲ事業費 会団ＰＲ事業費 121,500 81,000 添付資料参照

県木工工作コンクール事業費 1,330,000 1,330,000
県ＰＲ事業費 300,000 300,000
ＰＲパンフレット印刷費 70,000 50,000 ＰＲパンフレット作成等

ＩＴ関連費 8,000 8,000 ホームページ維持費ほか

ＰＲカレンダー 1,293,000 1,293,000 ＰＲカレンダー斡旋事業

日本木青連カレンダー 0 0
ｳｯﾃﾞｨﾚﾀｰ購読料 62,400 62,400 @2,400×26名

小計 3,184,900 3,124,400

大会費 県大会開催費 50,000 100,000

事業運営費 理事会・正副事務局会議・諸会議費 150,000 150,000 日本出向交通費@2,000円を含む

県木連・県林務部等懇談会費 50,000 30,000
北信越地区会員大会費 0 150,000
親睦事業費 0 0
小計 200,000 330,000

事務局費 印刷費 350,000 350,000 会員手帳・木青連だより・その他

通信費 30,000 30,000 振込手数料・切手代・運搬費

慶弔費 50,000 20,000
雑費 50,000 20,000
小計 480,000 420,000
予備費 1,539,500 1,524,000

支出合計 5,754,000 5,798,000

収入合計 5,754,000 5,798,000

支出合計 5,754,000 5,798,000
差額 0 0

令和５年度  収支予算（案）
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［第２号議案］

【会費明細書】

会団名 単価 会員割会費 ＰＲ会費 合計

北信木青連 9 名 13,000 117,000 270,000 387,000

東信木青連 8 名 13,000 104,000 240,000 344,000

松本材青会 9 名 13,000 117,000 270,000 387,000

個人会員 1 名 10,400 10,400 30,000 40,400

特別会員 1 名 10,400 10,400 30,000 40,400

合計 28 名 358,800 840,000 1,198,800

※　会員割会費＠１３，０００円　＝　会費＠１０，４００円　＋　ウッディレター購読料＠２，６００円

【会団ＰＲ事業費（会費拠出額）】

会団名

北信木青連 270,000 × 10 ％

東信木青連 270,000 × 10 ％ (※特別会員分含む)

松本材青会 270,000 × 10 ％

合計

会員数 単価

30,000

30,000

30,000

30,000

30,000

拠出額 備考(ＰＲ会費の10％)

27,000

27,000

27,000

81,000
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[第３号議案] 

木青連基金取崩しについて（案） 

 

議案作成人 会長 宮崎淳貴 

 

 令和６年度開催予定の全国会員長野大会にむけ、長野県木青連全体で計画・準備していくため、令和

４年度全国大会実行委員会が設置されました。（令和4年7月9日理事会にて承認） 

 本年度は全国会員長野大会にむけ運営等実務的に行う上で運営活動費用が必要になります。 

 こうしたことから、木青連基金の一部取崩しを行いたいと存じます。 

 

 

（１）取崩しをする基金の額 

    １，０００，０００円 

内容 金額 備考 

令和４年度末期首残高 １，４５５，５２３円  

令和５年度取崩し額 １，０００，０００円  

残高 ４５５，５２３円  

 

   ※注． 本件取崩しは、木青連会則第７項により、令和５年度定時総会の決議を経て決定となり

ます。 

 

（２）取崩し予定日 

    令和５年度定時総会の決議決定後（総会開催日 令和５年５月１３日（土）） 
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[第４号議案]

議案作成者

事 業 名 称 ：
担 当 者 ： 宮崎　淳貴
事 業 主 体 ：
実施予定日時 ：
実施予定場所 ： 長野市城山公園（噴水広場・交流広場）
対 象 者 ： 緑と花のフェスティバル（長野会場）来場者
趣 旨 ・ 目 的 ：

木の良さを体感していただく。

事 業 内 容 ： ・長野市より長野県木連を通じて、緑と花のフェスティバル（長野会場）
　木工教室の依頼があった。
・木青連として、木工教室を実施する。
・木青連は、イス作りを行う。

準備ｽｹｼﾞｭｰﾙ ： 出席人数等の確認　　※報告期限　5月12日（金）まで

①材料：田村木材(株)　　※長野市産材
②道具・コンパネ・ブルーシート：北信木青連　

※その他準備品等（テントほか）については、今後長野市と調整

実施ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ ：  8：20　　　　　資材搬入・準備
 9：00　　　　　開会
 9：30～15：30　体験
16：00　　　　　終了

予 算 ： 別紙の通り

担 当 者 ：
外 部 協 力 者 ： （株）共立プラニング　日野原氏
　［連絡先] TEL:026-238-8877　FAX:026-238-8870

添 付 資 料 ： 予算書

会長予定者　宮崎　淳貴

　イス作り（イスキット）　50セット+予備5セット

会長　宮崎　淳貴

県産材（杉）の椅子づくりを通して来場者に木材に触れて創る喜びを感じて

緑と花のフェスティバル（長野会場）木工教室 事業計画（案）

長野県木材青壮年団体連合会
令和５年　５月２８日(日）　9：00～16：00

緑と花のフェスティバル（長野会場）木工教室 
★　事業計画書
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[第４号議案]

収支予算書

大項目 予算額 摘要

補助金 55,000 「森林とふれあい体験事業」補助金

参加費 25,000 500円×50人

事業費 21,000

収入合計 101,000

大項目 予算額 摘要

事業費 60,000 県産材(杉)1,200円(税込)×50セット

10,000 加工200円(税込)×50セット

6,000 釘等

運搬費 10,000

スタッフお弁当代 10,000

印刷費 5,000 受付簿、整理券印刷等

支出合計 101,000 (税込)

緑と花のフェスティバル（長野会場）木工教室　収支予算（案）

【収入の部】

【支出の部】

中項目

長野市（予定）

材料費

ＰＲ事業費

材料カット代

体験参加料

備品、雑費等

中項目
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※ 報告期限　5月12日（金）までに事務局へ報告願います。

会団名　：

午前 午後 お弁当

人数確認表
緑と花のフェスティバル（長野会場）木工教室

５ /２８
（日）

備考
確認欄（○印をしてください）

参加者　氏名月　日

長野森林資源利用事業協同組合

宮澤 薫 宛

ＦＡＸ：026-217-5288

メール：k.miyazawa@mwwi.co.jp
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【第５号議案】

スケジュール

新旧正副会長監事・事務局会議 14:00 ～ 14:20

令和4年度　臨時理事会 14:30 ～ 14:45

令和5年度　臨時理事会 14:50 ～ 15:05

定時総会 15:30 ～ 16:15

県会員東信大会 式典 16:30 ～ 17:00

懇親会 17:00 ～ 19:00

登録料

第64回県会員東信大会について(案）

日 時

場 所

令和5年　5月１3日（土）

佐久一萬里温泉ホテル

10,000円
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【第５号議案】
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【第６号議案】

令和 ５ 年 ７ 月 １ 日（土）

軽井沢町観光振興センター(仮)

正副会長・事務局会議  9:30 ～   9:45

理事会 10:00 ～ 12:00

・　場所につきましては、後日確定しご連絡させていただきます。

第１回定例理事会開催(案）

日 時

場 所

スケジュール
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【協議事項】

スケジュール

北信越地区協議会 13:00 ～ 14:50

講演会 15:00 ～ 16:30

懇親会 17:00 ～ 19:00

登録料 16,000円～18,000円

７月２日　ゴルフコンペ開催予定

北信越地区協議会について(案）

日 時

場 所

令和５年　７月１日（土）

軽井沢プリンスホテル
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【協議事項】
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【協議事項】
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法⼈化協議に関する参考資料 2023年3⽉4⽇

部会⻑ ⻲⼭ 武弘

①社団法⼈化に対する認識
②今後の組織体制について⽐較表
③ １）ー１（現組織の形で法⼈格取得）
④ １）ー２（現組織とは別で法⼈を設⽴し活⽤）
⑤ ２）－１（任意団体として事業や権利を限定）
⑥ ２）ー２（何もしない）
⑦その他（確認事項、⽇程）

【協議事項】
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①現在の⽇本⽊材⻘壮年団体連合会に対する認識

 （１）公益法⼈改⾰について
 ・2000年から2008年にかけて⾏われた制度改⾰
 ・『⺠間が担う公益』を⽀えるための税制の構築
 ・この改⾰の前までは、当会の権利などはある程度守られていたと思われる

 （２）公益法⼈改⾰を確認し、今の⽇本⽊⻘連を第3者的⽬線で⾒る
 ・法⼈格を持って活動する事が必要な事業をしている団体だと認識する
 権利なき社団（⼈格なき社団）であるにもかかわらず、権利を必要とする活動を⾏う事がある為
 税務署が⼊れば税⾦については脱税状態と指摘される可能性が⾼い

 （３）法⼈化メリット・デメリット
 ・以下参照
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法⼈化のメリット（１） ⼀般社団法⼈の場合

①登記申請のみで設⽴ができる
都道府県等からの認可は不要で、法務局への登記⼿続きのみで設⽴が可能。

②少⼈数で設⽴が可能
社員（職員・従業員ではありません）は2名以上で設⽴可能。

③設⽴コストが安い
設⽴時に財産を出資する必要がないので、0円で設⽴可能。
※設⽴するための法定費⽤は必要。（公証役場での定款認証⼿数料や法務局での登録免許税で約11万円）

④事業内容に制約がない
株式会社と同じように⽬的や事業内容に制約はなく、公益事業や共益事業（法⼈の会員に限定されている事業）、
収益事業も可能。

⑤収益事業以外は⾮課税
⾮営利型の要件を満たせば、収益事業から⽣じた所得以外は「⾮課税」になるという税法上の優遇を
受けることも可能。
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法⼈化のメリット（２） ⼀般社団法⼈の場合

⑥権利義務の主体となれる
法⼈名義で法律⾏為を⾏えるようになる。
（法⼈の名義で契約を⾏う、貸事務所を借りる、銀⾏⼝座を開く、不動産を所有する、等）

⑦社会的信⽤⼒
同じ事業を⾏っていても、法⼈格を持たない任意団体より信⽤⼒が⾼い。
※⼀般社団法⼈には法⼈格があり、例え代表者に何かあった場合でも事業が継続できる為。

⑧⼊会資格を限定することも可能
「○○⼤学卒業者」「○○業の経営者」「○○資格保有者」など、⼊会資格を⼀定の者に
限定することが可能。

⑨⾏政への報告義務がない
⼀般社団法⼈に監督庁がないため、⾏政からの活動の制約もなく、報告義務もない。
※NPO法⼈には所轄庁による監督制度があり、所轄庁によって指導・監督される。
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法⼈化のデメリット ⼀般社団法⼈の場合

①利益を分配できない
⼀般社団法⼈は⾮営利法⼈であるため、事業活動を⾏って余剰利益が出た場合でも、
社員に分配できない。

②作成書類が増える
毎年１回定時社員総会を開催する必要がある。定時社員総会後には貸借対照表を公告
したり、税務申告をしたり、役員の再任⼿続きを⾏ったりと法律に則った書類を
作成・保存しておく義務がある。
⼀般社団法⼈では事業内容や法⼈のタイプにあった会計基準を選択する必要もある。

③普通法⼈と同じ税区分（⾮営利型以外）
⾮営利型の要件を満たさなければ普通法⼈と同じ税区分になる。
（株式会社と同様にすべての事業について課税される。）

④役員の登記⼿続きがある
理事の任期が最⻑で２年、監事の任期が最⻑で４年。役員の任期が切れると同じ⼈が
再任する場合でも法務局へ登記する必要あり。
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②今後の組織体制について⽐較表
組織体制の⽐較

内容 1)-1 1)-2 2)-1 2)-2

法律で定められた組織か︖ 〇 〇 × △
法⼈格が有るか︖ 有 有 無 無
公益事業は可能か 可能 可能 可能（制限あり） 可能
事務局は必要か︖ 基本的に必要 基本的に必要 どちらでも可 どちらでも可
法⼈税はかかるか︖ 事務局設置場所によっては有 事務局設置場所によっては有 原則無 収益事業と認定されれば有

法律⾏為（契約、処分等）が団体名義で出来るか︖ 出来る 出来る 出来ない 出来ない
⾏政からの補助⾦や助成⾦の対象になるか︖ なる なる なりにくい なりにくい
⾏政や法⼈との取引は受けられるか︖ 受けやすい 受けやすい 受けにくい 受けにくい
契約を⾏うときの契約者は誰になるか︖ 法⼈ 法⼈ 代表者（個⼈） 代表者（個⼈）
運営上の⼿続きなどの負担は︖ 増加 事務局⼿続き増加 少ない 任意団体より多い（現在）

代表者等変更時の⼿続きは︖ 登記で対応可能 登記で対応可能 複雑（全契約で名義変更必要） 複雑（全契約で名義変更必要）

代表者死亡時の所有財産はどうなるか︖ 法⼈（変更無し） 法⼈（変更無し） ⼀義的には代表者に帰属 ⼀義的に代表者に帰属

＊１）ー１（現組織の形で法⼈格取得）
＊１）ー２（現組織とは別で法⼈を設⽴し活⽤）
＊２）－１（任意団体として事業や権利を限定）
＊２）ー２（何もしない）
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③１）ー１（現組織の形で法⼈格取得）
 （１）今の⽇本⽊⻘連をそのまま⼀般社団法⼈として法⼈化する
 原則各個⼈会員を⼀議決権者とする。
 ①⼀般社団法⼈及び⼀般財団法⼈に関する法律に則って運営する
 ②定款や規則の作成によって、現組織に近い意思決定⽅法や運営⽅法が可能
 ③収益事業に掛かる事業税法⼈税、売上が⽣じれば消費税、都道府県税が対象
 ④⾏政や企業等と法⼈が主体的契約者としなるため、代表者に変更が⽣じても契約は継続する
 ⑤運営の負担は理事等の変更登記や確定申告などの⼿続きが増える程度
 ⑥代表者等の変更は登記のみで変更可能。通帳も変更登記簿で代表者名の変更のみ
 ⑦代表者死亡時においても、会の財産は法⼈のモノなので事業継続の⽀障は⽣じない



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④１）ー２（現組織とは別で法⼈を設⽴し活⽤）
 （１）公益事業と契約関係を担う新たな法⼈を設⽴し、現⾏組織との連携によって運営を進める
 １） 公益と契約関係を⼀体化する為、代表法⼈を設⽴
 ２） 上記新法⼈との連携で出来ること
 ①代表法⼈は⼀般社団法⼈及び⼀般財団法⼈に関する法律に則って運営する
 ②現組織は意思決定⽅法や運営⽅法を残すが、代表法⼈を主体としての議案の作成等が必要
 ③両組織とも収益事業に掛かる事業税法⼈税、売上が⽣じれば消費税、都道府県税が対象
 ④⾏政や企業等と法⼈が主体的契約者としなるため、代表者に変更が⽣じても契約は継続する
 ⑤運営の負担は理事等の変更登記や確定申告などの⼿続きや代表法⼈との整合性を図る作業が増える
 ⑥代表者等の変更は登記のみで変更可能。通帳も変更登記簿で代表者名の変更のみ
 ⑦代表者死亡時においても、会の財産は代表法⼈のモノなので事業継続の⽀障は⽣じない
 ３）イメージ
 代表法⼈ ⇔ ⽇本⽊材⻘壮年団体連合会 ⇔ 地区 ⇔ 会団
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イメージ
代表法⼈

事業と契約関係を担う

⽇本⽊材⻘壮年団体連合会


 法律上代表法⼈が⾏う事業を⼿
 伝い、懇談などを主に担う

地区

会団

 権利関係
 代表法⼈の下部組織となるのは左記イメージ
 ①現状として代表法⼈のところには、会⻑やOBが担っている
 状態
 ②⽇本⽊⻘連は独⽴してどこの傘下にも⼊らない事を考え
 ると、⾃分で⽴ち上げる⽅法が良い
 ③当会は連合会であり、地区や会団は法律上の下部団体とい
 う位置づけにしているが、各会団の代表が上部団体の代表
 となっていくことから、そこに上下関係は存在しない
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⑤２）－１（任意団体として事業や権利を限定）
 （１）今後も任意団体として会を継続させていくには
 ① 権利を必要とする事業活動は⾏わない
 ② 事務所は持たず、その他不動産などは取得しない
 ③ ⼈格なき社団ならない様に事業を再構築する
 ④ 雇⽤形態を考え直す
 ⑤ 特定⾮営利活動推進法の認定を得る・・・要件的に不可能

 具体的に…
 ・⽊⻘連の⼭、事務所、商標の権利に関して・・・権利者を明記しておく
 ・事務所及び雇⽤形態・・・責任の持てる法⼈で契約する（どこか⼀つの組織に所属させる）
 ・⼭・事務所・権利などは、現状誰かの下部団体になっている為、上記を⾒直す
 ・毎年『⼈格なき社団』とならない様、事業の可否を判断する体制を作り続ける
 ・インボイスへの対応をしない

⼤切なこと・・・もともと⽇本⽊材⻘壮年団体連合会は仲間が集まって、⾃⼰研鑽を積む場であって、事業を⾏
うところではなかった。設⽴時は世の中に発信する事を⽬的とはしていないはず。今の当会の事業は著しく任意
団体という組織を逸脱している。
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⑥２）ー２（何もしない）

 ・現状のまま何もしない
 ・違法状態は認識しておく
 ・上場等の経営者に会⻑職などはできるだけやらせない。
 ・⼈格なき社団として納税申告を適切に⾏う

 ＊⼀義的には当会の責任は会⻑責任・・・ただし、『⼈格なき社団を』証明して会の有限責任と
することができる。
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⑦その他（確認事項、⽇程）

 令和５年３⽉・・・令和４年度常任理事会、理事会にて協議
 総会にて各地会団で議論の深化を依頼

 令和５年４⽉・・・令和５年度常任理事会、理事会にて協議
 令和５年６⽉・・・常任理事会、理事会で協議。総会審議。
 総会をもって部会解散

 ・その後の対応（何もしない以外を選択した場合）
 ①組織体制づくり提⾔と⽀援

- 52 -


	理00_表紙 理事予定者会議
	理01_ 会歌・綱領
	理02_次第 R5理事予定者会議_次第
	理03-1_連絡報告事項
	理03-2_会議事業経過報告
	理03-3_日本木青連令和5年度会議等日程
	理03-4_日本木青連_令和5年度組織図
	理03-5_第68回全国会員高知大会 パンフレット
	理03-6_第68回全国会員高知大会ご案内
	理03-7_会員動向
	理04-1_第1号議案_会長スローガン
	理04-2_第1号議案_事業計画案
	理04-3_第1号議案_令和5年度組織図（案）
	理04-4_第1号議案_令和5年度職務分担（案）
	理04-5_第1号議案_令和5年度事業日程（案）
	理04-6_第1号議案_令和5年度長野県木青連役員・出向者（案）
	理04-7_第1号議案_令和5年度出向者（案）
	理05-1_第2号議案_令和5年度 収支予算（案)
	理05-2_第2号議案_令和5年度新会費明細ＰＲ拠出金
	理06-1_第3号議案_木青連基金取崩しについて
	理07-1_第4号議案_緑と花のフェスティバル（長野会場）木工教室事業計画（案）
	理07-2_第4号議案_緑と花のフェスティバル（長野会場）木工教室
	理08-1_第5号議案_令和5年度東信大会開催(案）
	理09-1_第6号議案_令和5年度第１回理事会開催(案）
	理10-1_協議事項_北信越地区協議会(案）
	理10-2_協議事項_社団法人化資料



